
                  

 

金杉小学校放課後子ども教室運営状況                          

１ 趣旨  

 放課後子ども教室は「全ての子どもを対象として、放課後に余裕教室を活用し、安全・ 

安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちに勉 

強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供することにより、 

子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する」ため 

に行われるものである。本町では学童クラブと放課後子ども教室の児童が一緒に活動す 

る「一体型」として、平成 29年 5月 8日に事業がスタートした。 

 

２ 平成 29年度の実績 

  ・実施曜日：月・木曜日 ・実施回数：54回 ・のべ参加児童数：1089 人 

  ・活動時間：午後 3時～午後 4時 30分  前半：3時～3時 40分、学習活動 

        後半：3時 50分～4時 30分、体験活動 

  ・活動内容：前半：学習活動（宿題、算数プリント、漢字プリント等） 

後半：体験活動（学校で学習しないスポーツ：ドッチビー、スナッグゴル

フ、卓球バレー、スポーツ吹き矢など、彩の国 21世紀郷土かるた等） 

  ・地域交流：校庭で地域の方からスナッグゴルフの指導をいただいた。 

  ・指導員数：8名（元教員、スポーツ推進委員等） 

  ・必須事項：児童の下校時の安全のため、保護者の迎えを必須条件とした。 

  ・運営委員会：年 3回の開催。校長、PTA会長、学校応援団、学童クラブ本部長、指導

員、教育長、教育委員会担当者で教室の現状、計画、課題等を協議した。 

 

３ 平成 30年度の予定 

  ・実施曜日：月・木曜日 ・実施予定回数：61回 ・参加登録人数：29人（5/16現在） 

  ・児童の状況 （ ）は学童通室者数 ＊は学区外通学者 

    

 

 

 

 

  ・指導員数：当初 8名。途中 ALTの参加があり 9名となった。英語活動を行う。 

  ・地域交流：スナッグゴルフ等を検討中。 

  ・運営委員会：前年同様の委員構成で 3回を予定（6月、12月、2月）。 

  ・活動内容の拡大として、ぶんぶんごま作り、シャボン玉とばしなどを行い、児童の体

験活動を充実させたい。 

  ・お迎えに早く来られた保護者に、児童の活動の様子を見学して頂くよう取り組む。 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計 

男 10（3） 1  ＊1 4 1（1） 0 0 16  (4)＊1 

女 6（4)＊1 1 4  (1) 0 2（1） 0 13 （6)＊1 

計 16（7)＊1 2  ＊1 8  (1) 1（1） 2（1） 0 29 （10)＊2 
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